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亡した時点で、これより高濃度の 80,000μatm と低濃度の 20,000μatm に CO2分圧を変えた際の
死亡率の変化を比較した。40,000μatmから80,000μatmに分圧を増加させた場合の死亡速度は、
定常状態の 80,000μatm の場合と変わらなかった。このことは 40,000μatm の曝露による馴化作
用がカイアシ類では明確には生じないことを示している。カイアシ類のようなガス交換器官を持
たず、体表でのガス交換に依存するような小型の動物では、魚類で認められている馴化作用を想
定する必要はないと考えられた。カイアシ類への CO2の致死影響は、濃度と時間の関数として表
すことが確認できたことから、急性致死モデルが構築された。この急性致死モデルは実験観察結
果とよい一致を見たことから、CO2の希釈拡散モデルと結合することにより、CO2海洋隔離の初期
希釈段階の生物影響を評価できると考えられる。 
以上のように、本研究で得られた知見は、温暖化対策としての二酸化炭素を海洋へ隔離する技
術の影響予測のための研究としてきわめて重要であり、また二酸化炭素濃度が上昇した時の海洋
生態系への影響を理解するための知見としても有用である。長崎大学大学院海洋生産科学研究科
委員会は、論文審査および最終試験の結果について審査委員会の報告に基づき審査した結果、本
論文は有益かつ新しい知見を含んでおり、海洋環境科学の進展に貢献するものであることを認
め、博士（学術）の学位に値するものとして合格と判断した。 
 
